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注意 新型コロナウイルス感染症

皆さんもテレビや新聞等ですでに情報はあることと思います。

○新型コロナウイルス感染症が、ヒトからヒトへの感染が認められましたが、現時点では

広く流行が認められている状況ではありません。生徒ご家族においては、過剰に心配する

ことなく「季節性インフルエンザと同様に咳エチケットや手洗いなどの基本的な感染症対

策」に努めて下さい。

どうやって感染するの？
新型コロナウイルス感染症がどのように感染するのかについては、現時点では、飛沫

感染（ひまつかんせん）と接触感染の 2つが考えられます。
（１）飛沫感染

感染者のくしゃみや咳、つばなどの飛沫と一緒にウイルスが放出

別の人がそのウイルスを口や鼻から吸い込み感染

※主な感染場所：大型商業施設や映画館などの人が多く集まる場所

（２）接触感染

・感染者がくしゃみや咳を手で押さえ、その手で周りの物に触れると、ウイルスが付

きます。

別の人がその物に触るとウイルスが手に付着することになります。

更にその手で口や鼻を触ると粘膜から感染し、罹患します。

※主な感染場所：バスのつり革、ドアノブ、スイッチなど

予防対策
（１）普段の健康管理

普段から、十分な睡眠とバランスのよい食事を心がけ、免疫力を高めておきます。

（２）適度な湿度を保つ

空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下します。乾燥しやすい室内では加湿器

などを使って、適切な湿度（50～ 60％）を保ちます。

※マスクの効果は？

マスクは、咳やくしゃみによる飛沫及びそれらに含まれるウイルス等病原体の飛散を防

ぐ効果が高いとされています。咳やくしゃみ等の症状のある人は積極的にマスクをつけま

しょう。

一方で、予防にマスクを着用することは、混み合った場所、特に屋内や乗り物など換

気が不十分な場所では一つの感染予防策と考えられます。 咳や発熱などの症状のある

人に近づかない、人混みの多い場所に行かない、手指を清潔に保つといった感染予防策を

優先して行いましょう。
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■ほかの人にうつさないために

＜咳エチケット＞

くしゃみや咳が出るときは、飛沫にウイルスを含んでいるかもしれませんので、次のよ

うな咳エチケットを心がけましょう。

咳エチケット

・マスクを着用します。

・ティッシュなどで鼻と口を覆います。

・とっさの時は袖や上着の内側でおおいます。

・周囲の人からなるべく離れます。

インフルエンザ予防対策と同じですね。
１，インフルエンザにかからないためにはどうすればよいですか？

インフルエンザを予防する有効な方法としては、以下が挙げられます。

１) 外出後の手洗い等

流水・石鹸による手洗いは手指など体についたインフルエンザウイルスを物理的に除去

するために有効な方法であり、インフルエンザに限らず接触や飛沫感染などを感染経路

とする感染症の対策の基本です。インフルエンザウイルスにはアルコール製剤による手

指衛生も効果があります。

２) 適度な湿度の保持

空気が乾燥すると、気道粘膜の防御機能が低下し、インフルエンザにかかりやすくなり

ます。特に乾燥しやすい室内では、加湿器などを使って適切な湿度（50 ～ 60 ％）を保
つことも効果的です。

4) 十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
体の抵抗力を高めるために、十分な休養とバランスのとれた栄養摂取を日ごろから心が

けましょう。

5) 人混みや繁華街への外出を控える
インフルエンザが流行してきたら、特に御高齢の方や基礎疾患のある方、妊婦、体調の

悪い方、睡眠不足の方は、人混みや繁華街への外出を控えましょう。やむを得ず外出し

て人混みに入る可能性がある場合には、ある程度、飛沫感染等を防ぐことができる不織

布（ふしょくふ）製マスクを着用することは一つの防御策と考えられます。

学校でも、インフルエンザ等感染症の予防対策に関して最善を尽

くしていく所存です。

ご家庭におかれましても子どもたちの体調管理を宜しくお願い致

します。


